
がんサポートチーム 

廣常秀人 

がんサポートチームは、医師、看護師、薬剤師、MSW、心理士、栄養士など多職種から構成さ

れ、急性期病院における緩和ケアの診療支援を行っている。緩和ケアチームとして発足して、8 年

が経過し、がん患者と家族の多面的な支援を行っている。今年度は、新たに専従精神腫瘍医を迎え

ておりさらなる支援体制の強化をした。 
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